
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学

習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し

郷土を愛するモラルの高い児童生徒の育成に取り組むための実施計画を作成しましたので、福

井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和４年５月２７日 

学校名   森田小学校   

校長氏名  橋本 和也   

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ①森田地区の環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水に努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

・九頭竜川や芳野川などの身近な環境について調べ、環境をよりよくする取組につい

て考え、実行します。また、地域の環境のよさについて、他学級や他学年に発信し

ます。 

・企業や団体を講師として SDGｓや環境への講義をお願いし、持続可能な社会について

の理解を深めます。 

② 節電・節水に向けた取組 

・環境委員会が中心となって、ポスターを作成したり放送をしたりして、節電・節水 

を呼びかけます。月毎にかかった電気代や水道代を示して比べることで、取組の成 

果が実感できるようにします。 

・栽培委員会が中心となって、緑のカーテンを作り、節電に努めます。今年度は植物の 

種類を増やして、緑のカーテン作りに取り組んでいきます。また、緑のカーテンの

効果や良さについて調べ、分かりやすく全校児童に発表します。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載してください。） 

①の環境学習で調べたことや考えたことを、発表する機会を設けることで、周囲の環境や

他の生物との関わり合いについて理解を深める。また、森田地区の環境を守り、大切にし

ようとする態度を育てる。 

（相互性・多様性・コミュニケーション） 

 



様式第２号                                                    （提出日）令和５年１月 25日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

森田小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

 ①森田地区の環境について学習します。 

 ②学校で節電・節水に努めます。 

２ 取組内容 

 ①環境学習 

  ・５年生の総合的な学習の時間では、森田地区の宝を守りたいという意識を高めるため、

九頭竜川について調べ、グループごとに発表しました。アラレガコやサクラマスなど

の九頭竜川に生息する生物や環境について、専門の方から詳しく話を聞きました。ま

た、森田地区で行っているサクラマスを守る取組についても教えていただきました。 

  ・調べたことをグループごとにスライドなどにまとめて発表し、下級生に九頭竜川のす

ばらしさを伝えていました。 

 ②節電・節水の取組 

  ・環境委員会では、節水の取組として、手洗い場の見回りをし、ポスターを貼ったり、

昼の放送をしたりして水を大切に使うよう呼びかけました。また節水週間を設け、水

を出しながら手洗いをしないことや蛇口をしっかりしめることなどを意識できるよう

なチェック表を作り、毎日集計しました。 

  ・栽培委員会では、節電の取組としてゴーヤやヒョウタン、

フウセンカズラを育て、緑のカーテンを作りました。緑の

カーテンの効果やどの植物が適しているのかを調べ、新聞

にまとめて掲示しました。収穫したゴーヤは給食の食材と

して活用し、フウセンカズラの種を学級にプレゼントしま

した。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①について、九頭竜川などの身近な自然環境を学ぶことで、環境のよさが地域の宝である

ことに気付き、周囲の環境や他の生物との関わり合いについて理解を深めていました。 

（相互性・多様性） 

 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①森田地区に流れる九頭竜川の水質や生息する生物について理解を深めたことで、九

頭竜川の環境をみんなで守っていこうという気持ちが育ってきています。 

②節水を呼びかけたり、チェック表を作ったりしたことで、水を大切にしようと心が

ける児童が増えました。緑のカーテンの水やりをさせたり、伸びを記録させたりし

たことで、児童は意欲的に活動することができました。収穫した実や種を活用した

取組も実施することができました。 



 

【改善点】 

・九頭竜川について調べたことを地域の人に向けて発表する機会を作っていきたい

です。発表を通して、九頭竜川の環境を守るための呼びかけをしていきたいと思

います。 

・節水の取組の期間をもっと増やしていきたいです。 


